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船舶事故調査報告書 
（通常案件・特別様式） 

 

                              平成２１年６月１８日 

                       運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                          委   員  楠 木 行 雄 

                          委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                          委   員  山 本 哲 也 

 

事故名 漁船 辨天
べんてん

丸 乗組員死亡 

発生年月日時刻 不明（平成２０年１２月１４日 ０９時００分ごろ船長の遺体が発見された。） 

発生場所 不明（遺体発見場所は、山形県鶴岡市加茂漁港北西方約１５km 付近（概位 北

緯３８°５１′ 東経１３９°３６′）であった。） 

事故調査の経過 調査の概要： 

 平成２０年１２月１６日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台事務所）ほ

か２人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため行

わなかった。 

事実情報 

船種･船名等 

総トン数・L×Ｂ×Ｄ・船質 

機関・進水年月日 

 

漁船 辨天丸、漁船登録番号 ＹＭ３－３１２２、個人所有 

 ３.７５トン、９.９５ｍ×２.３６ｍ×０.７３ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、２６５ｋＷ、昭和５５年１月１２日 

気象・海象 １２月１３日０９時００分ごろ 

  天気 曇り、風向 南東、風速 ４.２m/s 

同１４時００分ごろ 

  天気 雨、風向 北北西、風速 ６.７m/s 

同１５時００分ごろ 

  天気 雨、風向 北、風速 ８.１m/s 

同１８時３０分（捜索時）の気象・海象 

天気 雨、風向 北北東、風速 １５m/s 

波 北北東から波高３ｍ、うねり 北から３m 

乗組員等に関する情報 船長 男性 ７２歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

免許登録日 昭和５１年７月２日、免許証交付日 平成１７年５月１６日（同２３

年５月７日まで有効） 

死亡・行方不明者 死亡 １人（船長） 

損傷 不明（船体は発見されていない。） 
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事故の経過 

 

 

 

 

本船は、平成２０年１２月１３日０５時００分ごろ、船長が１人で乗り組み、底びき

網漁の目的で、山形県鶴岡市小波渡漁港を出港した。本船は、同日１２時ごろ、

同県鼠ヶ関の北北西方約１８km 付近で僚船に目撃された。その後、天候が悪化

して僚船がほとんど帰港したにもかかわらず本船が帰港しなかったため、１４時 

３０分ごろ、家族から所属漁業協同組合に捜索の要請がなされ、同漁協所属船と

同漁協から通報を受けた酒田海上保安部とによる捜索が行われた。その結果、

翌１４日０７時３０分ごろ、小波渡漁港西方約１３km 付近で、本船のものと思われ

る漂流物及び浮流油が発見され、０９時００分ごろ、鶴岡市加茂漁港北西方約１５

km 付近の海上で救命胴衣を着用して漂流している船長の遺体が発見された。 

 船長の死因は急性心筋梗塞で、死亡推定時刻は１２月１３日午後と検案され

た。 

その他の事項 死体検案書によると、発症から死亡までの期間は短時間である。 

分析 気象・海象の関与 

乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

判明した事項の解析 

不明 

不明 

不明 

死因が急性心筋梗塞であること。 

船長が急性心筋梗塞を発症したのが落水前である

か、あるいは落水後であるかについては、明らかにする

ことはできなかった。 

原因 本事故は、本船に１人で乗り組んでいた船長が、山形県小波渡漁港西方沖に

おいて、急性心筋梗塞を発症したことにより発生した可能性があると考えられる。

 




